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米ドルは年末に向けて強含む可能性がありますが、米国経済成長の鈍化、
FRB（米連邦準備制度理事会）の利上げに対する強気スタンスの緩和、
貿易および財政の双子の赤字の拡大などにより、2019年上半期には
反転して弱含むことも予想されます。
このことは、エマージング市場にとっては、大きな安心材料となると
考えられます。
　　　　　　　　　　　　　　　ジェフ・ルイス、シニア・ストラテジスト
　　　　　　　　　　　　　　　　マニュライフ・アセット・マネジメント

当資料に関する留意事項については、最終ページを必ずご覧ください。

中国製品に対する米国の追加関税措置は、技術革新が進められている
中国にとって、長期的に尾を引く問題とはならない見込みです。

東南アジアは、米国企業の低コスト生産拠点の移転先として
浮上しています。

短期的な混乱は中国の経済成長にとって
限定的な影響となる見込み

東南アジアでは米中貿易摩擦の
恩恵を受ける可能性

引き続き堅調な米国株式市場見通し
米国株式市場は、良好なファンダメンタルズと力強い利益成長見通しに
基づき、第4四半期も堅調な見通しです。
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［当資料に関する留意事項］

 当資料は、マニュライフ・アセット・マネジメント株式会社（以下「当社」といいます）が、投資判断の参考となる情報
提供を目的として作成したものであり、特定の投資商品の推奨を目的としたものではありません。

 当資料記載のデータや見通し等は、将来の運用成果等を示唆または保証するものではありません。
 当資料は、信頼できると考えられる情報をもとに作成しておりますが、正確性、適時性を保証するものではありま

せん。
 当資料の内容およびコメントは資料作成時点における経済・市場環境等について当社の見解を記載したもので

当該見解は予告なく変更される場合があり、将来の経済・市場環境の変動等を保証するものではありません。
 各指数に関する著作権等の知的財産、その他一切の権利は、各々の開発元または公表元に帰属します。
 投資信託のお申込みの際は、必ず最新の投資信託説明書（交付目論見書）で商品内容をご確認の上、ご自身で

投資のご判断をお願いいたします。
 当資料に関する一切の権利は、引用部分を除き当社に属し、いかなる目的であれ当資料の一部または全部の

無断での使用・複製はできません。
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